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平成 27 年 9 月 10 日 

通巻 52 号 

東京都教育庁指導部     

義務教育指導課 

授業改善や学習指導に関わる先進情報等の通信（メール・マガジン） 

 ―スクラム―

★ 本メール・マガジンの配信を希望する方は、件名に「メール・マガジン配信希望」、本文に所属・

氏名を御入力いただき、S9000024@section.metro.tokyo.jp へメールを御送信ください。 
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東京都教育委員会ホームページ内に「学び応援ページ」というコーナーがあるのを御存知ですか？ 

「学び応援ページ」には、各学校が、指導内容や指導方法等の工夫を通して、授業の改善・充実を図る

ことを応援するための、様々な事例集や報告書等を掲載しています。ぜひ、御覧いただき、参考にしてい

ただければと思います。なお、本通信のバックナンバーも、順次「学び応援ページ」に掲載しています。 

（東京都教育委員会ホームページアドレス 

http://www.kyoiku.metro.tokyo.jp/ ） 

「学び応援ページ」を御活用ください！ 
東京都教育委員会ホームページ・トップページ 

の下の方に、このリンク用バナーがあります！  

    

 

このたび、平成 27年度全国学力・学習状況調査の結果が公表されました。今回の調査では、３年ぶ

りに理科が対象になりました。今後、東京都教育委員会でも、様々な分析を行っていく予定です。 

さて、今回の調査で注目していた結果の一つに、児童・生徒質問紙の「理科の授業で学習したこと

は、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか」という質問に対する回答がありました。東京都

の公立中学校３年生の回答状況は、次のとおりです。（ ）内の数値は、平成 24年度のデータです。 

・「当てはまる」…21.1％（20.1％） ・「どちらかといえば当てはまる」…31.8％（31.7％） 

・「どちらかといえば当てはまらない」…29.7％（30.4％） ・「当てはまらない」…16.9％（17.1％） 

とても残念な結果ですが、約半数の生徒が否定的に捉えていることがわかりました。平成 24年度の

結果に比べて、若干、肯定的な回答の割合が増えたものの、依然として理科の有用性を感じることが

できていない子供たちの割合が多いことは、全国的にも大きな課題となっています。 

子供たちに理科の有用性を感じさせるためには、どのような授業を展開していけばよいのでしょう

か。今回の学校質問紙で約８割の小学校、約９割の中学校が「よく行った」、「どちらかといえば、行

った」と回答した「実生活における事象との関連を図った授業」は、大変有効な方策だと思います。 

今年度、東京都教育委員会では、大学や企業等との連携により通常の授業では学べない知識や技術

に触れることで、小・中学生に理科や算数・数学の有用性を実感させる「理数授業特別プログラム」

を、10区市の小・中学校において実施しています。 

各学校におかれましても、より多くの子供たちが授業を通じて「理科の学習は、役に立つ」という

実感をもつことができるよう、理科授業の改善・充実をお願いいたします。 

●●●●● 理科の学習は、役に立たない？！ ●●●●● 
主任指導主事   市 川  茂 

   

東京ベーシック・ドリルも 

掲載しています！ 
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「読み解く力」 

 ７月２日（木）、「児童・生徒の学力向上を図るための調査」を実施しました。今回は、中学校社会の

「読み解く力」に関する問題について、児童・生徒一人ひとりの学習上の課題やつまずきの状況を把握

し、授業改善へとつなげる取組の例を紹介します。 

 

 

 

平成２７年度「児童・生徒の学力向上を図るための調査」を終えて 

「読み解く力」に関する調査 

 

読み解く力 

必要な情報を正確に取り出す

力 文章や図表等から、条件に応じた情報を正確に 

 

これまで実施した調査結果か

ら、東京都の公立小・中学校の児

童・生徒には、「文脈に即して読み

取り、適切に判断すること」及び

「必要な情報を正しく取り出し、

それらの関係を読み取ること」に

課題があることが明らかになりま

した。 

 

こうしたことから、平成 22 年

度から、「読み解く力」に関する調

査を新たに実施し、「文章や図表等

から必要な情報を正確に取り出す

力、取り出した複数の情報を比

較・関連付けて読み取る力、その

意図や背景、理由を理解・解釈・

推論して解決する力」の定着状況

を把握することとしました。 

 

平成 23 年度からは、学習指導

要領に示されている教科の目標や

内容の実現状況と、「読み解く力」

の定着状況とを把握し、指導方法

の改善に生かすための調査を実施

しています。 

「読み解く力」とは 

 
文章や図表等から、条件に応じた情
報を正確に取り出すことができる。 

 
読み取った内容を既存の知識や経験
と照らしながら、意図や背景、理由
を理解・解釈・推論して解決するこ
とができる。 

意図や背景、理由を理解・解

釈・推論して解決する力 

 
取り出した複数の情報を相互に比較
したり、関連付けたりして読み取る
ことができる。 

比較・関連付けて読み取る力 

必要な情報を正確に取り出す力 

 以上の３つの観点は、児童・生徒が課題を

読み解いていく過程、課題解決を図っていく

過程の段階を示しています。 

 今回の調査をもとに、児童・生徒がどの段

階でどのような学習のつまずきがあるのか

を把握し、課題を明確にした上で授業改善を

図っていきましょう。 

次ページからは、今年度の中学校・社会の「読み解く力」の調査問題を紹介します。 
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①与えられた主題図が何を表すものなのか 
 
②主題図の中にどのような情報があるのか 
 
③その情報がどのように分布しているのか 
 
の３つの段階をおさえ、指導することが大切

です。 

  

資料の中の鉄道、炭鉱、製鉄所の立地及び

輸入先に着目し、鉄道、炭鉱、製鉄所の立地

及び輸入先に関する情報を取り出すことで、

正答「ウ」を導くことができる 

 

《 イを選んだ生徒 》 

鉄鉱石の輸入先の情報を読

み取ることができなかった。 

《 アを選んだ生徒 》 

凡例に基づいて情報を読

み取ることができなかった。 

《 エを選んだ生徒 》 

石炭の移動の情報を読み取

ることができなかった。 

中学校・社会「読み解く力」の調査問題 

授業改善の視点 

正答 

必要な情報を正確に取り出す力 

誤答の分析から課題を把握 

鉄 道 

炭 鉱 

製鉄所 

 「1960年の地域の様子を正確に取り出すことができるか」をみる問題 

◆ 必要な情報を正確に取り出す力 
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◆ 比較・関連付けて読み取る力 

「1960年から 2008年にかけての地域の変化を比較、関連付けて読み

取ることができるか」をみる問題 

 

①２つの資料の「共通点」と

「相違点」を整理する 
 
②「相違点」がどのように変

化したのかを読み取る 
 
③相違点がどのように変化

したのかを、自分の言葉でま

とめ発表し合う活動を行う 
 
といった指導が考えられます。 

正答 

授業改善の視点 

  

資料１・資料２の中の鉄道、炭鉱、鉄鋼工場、ＩＣ工場の立地及び輸入先に着目する。

資料１・資料２から鉄道、炭鉱、鉄鋼工場、ＩＣ工場の立地及び輸入先の違いを読み取

ることができる。このことから、正答「イ」を導くことができる。 

比較・関連付けて読み取る力 

 

《 ウを選んだ生徒 》 

鉄鋼工場、ＩＣ工場の立地

の変化を正確に読み取ること

ができなかった。 

《 アを選んだ生徒 》 

炭鉱、輸入先の変化を正確

に読み取ることができなか

った。 

《 エを選んだ生徒 》 

炭鉱及び輸入先の違いを正

確に読み取ることができなか

った。 

誤答の分析から課題を把握 
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◆  意図や背景、理由を理解・解釈・推論して解決する力

「1960年と 2008年の分布図をもとに、地域の変化の理由を推論す

ることができるか」をみる問題 

中学校社会では、複数の資料を読み取り、比較・関連付けて読み取ることに課題があるとさ

れています。今後の授業の中でも、単元のねらいを明確にしたうえで、課題を追究する授業 

を意図的・計画的に展開していきましょう。 

 

２つの資料の内容の変化に

ついて、自分自身で課題を見

いだし、その理由や背景を推

論し、考える機会をつくるこ

とが大切です。 

今回の場合、２つの資料の

中で北九州の割合が減少して

いることを生徒自身に見いだ

させ、その理由について考察

していくことで、解決する力

が身に付くと考えられます。 
正答 

変化の理由を 

推論する 

全国に占める 

割合が減少 

授業改善の視点 

  

資料３と資料４で変化したことについて着目する。そして、資料１、資料２とあわせて、

変化の理由を推論する。 

意図や背景、理由を理解・解釈・推論して解決する力 
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「生徒の英語力向上推進プラン」（文部科学省 平成 27年 6月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●次期学習指導要領「外国語」における国の指標形式の主な目標（イメージ）案 

校
種 

CEFR
レベル 

話すこと 
（やり取り） 

話すこと 
（発表） 

書くこと 

 
中 
学 
校 

Ａ１ 

・身近なことや出来事につ
いて、簡単な表現を用い
て友達に質問したり答え
たりすることができるよ
うにする。 

・身近なことや、住んでいる
ところについて、簡単な語
句や文を使って表現できる
ようにする。 

・新年の挨拶やメッセージ
など短い簡単な葉書を書
くことができるようにす
る。 

小 
学 
校 
英 
語 
教 
科 
型 

(Pre-  

A1) 

・身近なことについて、簡
単な単語や表現を用いて
友達に質問したり答えた
りすることができるよう
にする。 

・定型表現を用いて、簡単
な挨拶を英語ですること
ができるようにする。 

・身近なことについて、相手
意識をもって、自分の考え
や気持ちを話すことができ
るようにする。 

・聞き手に配慮しながら、自
分のことについて簡単な英
語で話すことができるよう
にする。 

・例文を参考にしながら、
慣れ親しんだ単語や文を
正確に書くことができる
ようにする。 

・アルファベットの大文
字・小文字を活字体で正
確に書くことができるよ
うにする。 

文部科学省『教育課程企画特別部会 参考資料２―小学校における英語教育の充実について―』より一部抜粋 

*CEFR（「ヨーロッパ言語共通参照枠」外国語の学習者の習得状況を示す際に用いられるガイドライン） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●● グローバル化に対応した英語教育の推進 ●● 

●小学校外国語活動推進委員

会（平成20年度～） 
 【学校サポート】 学校の教育力強化 

文部科学省は平成２７年６月に「生徒の英語力向上推進プラン」を策定しました。本プランでは、

小・中・高等学校の学びを円滑に接続させ、生徒の英語４技能（「聞くこと」「話すこと」「読むこと」

「書くこと」）によるコミュニケーション能力の着実な向上を目指しています。 

第二期教育振興基本計画（平成 29年度まで）では、中学校卒業段階で英検３級程度以上（*CEFR 

A1 上位）、高等学校卒業段階で英検準 2級程度から 2 級程度以上（A2～B1）を達成した中高生の

割合を５０％としています。今年度より、全国の中学 3年生の英語力を把握するとともに、学校の指

導の改善につなげていくことを目的として、抽出校を対象とした英語力調査を実施しています。平成

31年度以降には、全ての中学校を対象とした「全国的な学力調査」の実施が予定されています。 

学校では、「英語を使って何ができるようになるか」という観点から、主体的に学ぶ意欲・態度の

育成も含めた具体的な学習到達目標を設定し、それに基づく指導と学習評価を行うことが重要です。 

特に、発信力に関わる「話すこと」と「書くこと」に課題があることを踏まえ、指導方法を工夫して

いくとともに、学習評価については筆記テストだけでなく、スピーチやインタビューテスト等のパフ

ォーマンス評価や観察等を取り入れていくことで、指導と評価の一体化を図ることが求められます。 

東京都教育委員会は、外国語のコミュニケーション能力の育成に向けて、小学校と

中学校における子供の学びの円滑な接続を踏まえた指導の充実を支援しています。 
 

◆『中学校英語科教師のための指導資料』の作成（完成版を平成 28年 3月に配布予定） 

日頃の授業の指導方法や、スピーチやインタビュー活動の指導事例を紹介する予定です。 

◆中学校パフォーマンステストの作成・実施（平成 27年 12月に配布予定） 

 「自己紹介」や「道案内」等をテーマに、スピーチ等のスピーキングテストやインタビューテス

トを作成し、今年度より少人数・習熟度別指導を行っている新規加配校で実施する予定です。 

◆小学校外国語活動リーフレット・学習指導案の作成（平成 28年 3月に配布予定） 

 「自己紹介」、「道案内」、「地域紹介」の３つをテーマにした指導事例を紹介する予定です。 
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理数授業特別プログラムを実施しています！
巻頭でもお伝えしましたとおり、今年度から東京都教育委員会では、理数が好きな児童・生徒を

増やすことを目的として、大学や企業等と連携し、理数の面白さや有用性を児童・生徒に実感させ

る「理数授業特別プログラム」を都内 10区市の公立小学校及び中学校の一部の授業で実施してい

ます。 
 

◆「理数授業特別プログラム」には、次の特色があります。 

 

 

 

◆ 実施するプログラムの内容は、地域や学校ごとに異なりますが、ここでは小学校の例

と中学校の例を一つずつ紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「理数授業特別プログラム」は、次の地区の公立小学校及び中学校で実施しています。 

 

 

◆ 各学校での具体的なプログラムの内容、本事業の成果などについては、後日、本メー

ルマガジン等でお伝えする予定です。 

 

○ 理科、算数・数学、科学技術など、理数に関する内容を扱い、理数の面白さや有用

性を実感できる。 

○ 大学や企業等の専門性を生かした内容で、通常の授業では学べない知識や技術につ

いて知ることができる。 

小学校での例   
電子顕微鏡を活用したミク

ロの世界の観察を通して、生

物等への興味・関心を高める

とともに、理数の有用性を実

感させる授業を行います。 

中学校での例 
超音波診断装置を活用し、

動いている筋肉や内臓の動き

などの観察を通して、人体へ

の興味・関心を高めるととも

に、理数の有用性を実感させ

る授業を行います。 

実施地区 新宿区・目黒区・渋谷区・杉並区・練馬区・三鷹市・日野市・国分寺市・狛江市・東大和市 


